








































When is the Nation（2005）は、原初主義、近代主義、エスノ・シンボ
リズムの主要な論者がそれぞれの立場を主張し、ネーションまたはナショ
ナリティが「いつ現れたか」を説明する上で、それぞれの優位性を説いて

















































































的・社会学的にそのことが示された（Breuilly 1982; Hobsbawm and
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